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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月20日(2014.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
発現カセットを含むＹａｒｒｏｗｉａ細胞であって、該発現カセットは、融合配列に作動
可能に連結された第１のプロモーターを含み、該融合配列は、
　アンカーポリペプチドをコードするヌクレオチド配列を含むアンカーポリヌクレオチド
配列にインフレームで融合した、第１の抗体ポリペプチドまたは第１の抗体ポリペプチド
断片をコードするヌクレオチド配列を含む第１の核酸配列、
を含み、該第１の抗体ポリペプチド断片は抗体可変（Ｖ）領域を含む、Ｙａｒｒｏｗｉａ
細胞。
【請求項２】
　請求項１に記載の細胞であって、該細胞は、以下：
（ｉ）前記第１の抗体ポリペプチド断片がｓｃＦｖ断片である；
（ｉｉ）前記第１の抗体ポリペプチドまたは該第１の抗体ポリペプチド断片がＦａｂ重鎖
またはＦａｂ軽鎖である；
（ｉｉｉ）該細胞は、第２の発現カセットをさらに含み、該第２の発現カセットは、第２
の抗体ポリペプチドまたは第２の抗体ポリペプチド断片をコードするヌクレオチド配列を
含む第２の核酸配列に作動可能に連結された第２のプロモーターを含み、該第２の抗体ポ
リペプチド断片が抗体可変（Ｖ）領域を含む；
（ｉｖ）該細胞は、請求項２（ｉｉｉ）に記載の細胞であり、前記第１のプロモーターお
よび前記第２のプロモーターが同じプロモーターである；
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（ｖ）該細胞は、請求項２（ｉｉｉ）または（ｉｖ）に記載の細胞であり、該第１の抗体
ポリペプチドまたは該第１の抗体ポリペプチド断片が抗体Ｆａｂ断片の重鎖であり、該第
２の抗体ポリペプチドまたは該第２の抗体ポリペプチド断片が抗体Ｆａｂ断片の軽鎖であ
る；
（ｖｉ）該細胞は、請求項２（ｉｖ）または（ｖ）に記載の細胞であり、該第１の抗体ポ
リペプチドまたは該第１の抗体ポリペプチド断片が抗体Ｆａｂ断片の軽鎖であり、該第２
の抗体ポリペプチドまたは該第２の抗体ポリペプチド断片が抗体Ｆａｂ断片の重鎖である
；
（ｖｉｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｖｉ）のいずれか
に記載の細胞であり、前記アンカーポリヌクレオチド配列が前記第１の核酸配列の３’に
融合しており、ここで、該融合配列から産生された融合ポリペプチドが、Ｎ末端の抗体ポ
リペプチドまたは抗体ポリペプチド断片およびＣ末端のアンカーポリペプチドを含む；
（ｖｉｉｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｖｉ）のいずれ
かに記載の細胞であり、該アンカーポリヌクレオチド配列が該第１の抗体核酸配列の５’
に融合しており、ここで、該融合配列から産生される融合ポリペプチドが、Ｎ末端のアン
カーポリペプチドおよびＣ末端の抗体ポリペプチドまたは抗体ポリペプチド断片を含む；
（ｉｘ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｖｉ）のいずれかに
記載の細胞であり、該第１のプロモーターは、構成的である；
（ｘ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｖｉｉｉ）のいずれか
に記載の細胞であり、該第１のプロモーターは、誘導性である；
（ｘｉ）該細胞は、請求項２（ｘ）に記載の細胞であり、該第１のプロモーターは、ＰＯ
Ｘ２プロモーターまたはＬＩＰ２プロモーターである；
（ｘｉｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｖｉｉｉ）のいず
れかに記載の細胞であり、該第１のプロモーターは、半構成的である；
（ｘｉｉｉ）該細胞は、請求項２（ｘｉｉ）に記載の細胞であり、該第１のプロモーター
は、ｈｐ４ｄプロモーターである；
（ｘｉｖ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｉｉｉ）のいず
れかに記載の細胞であり、該細胞は、リーダーポリペプチドをコードするヌクレオチド配
列を含むリーダー核酸配列をさらに含み、該リーダー核酸配列は、該アンカーポリヌクレ
オチド配列および該第一の核酸配列とインフレームで融合し、かつ該アンカーポリヌクレ
オチド配列および該第一の核酸配列の５’にインフレームで融合している；
（ｘｖ）該細胞は、請求項２（ｘｉｖ）に記載の細胞であり、該リーダーポリペプチドは
、ＬＩＰ２　ｐｒｅ、ＬＩＰ２　ｐｒｅｐｒｏ、ＸＰＲ２　ｐｒｅ、およびＸＰＲ２　ｐ
ｒｅｐｒｏからなる群から選択される；
（ｘｖｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｖ）のいずれか
に記載の細胞であり、リンカーポリペプチドをコードするヌクレオチド配列を含むリンカ
ー核酸配列をさらに含む；
（ｘｖｉｉ）該細胞は、請求項２（ｘｖｉ）に記載の細胞であり、該リンカー核酸配列は
、該アンカーポリヌクレオチド配列と該第一の核酸配列との間にインフレームで融合して
いる；
（ｘｖｉｉｉ）該細胞は、請求項２（ｘｖｉ）に記載の細胞であり、該リンカー核酸配列
は、重鎖可変領域をコードするヌクレオチド配列を含む核酸配列と、軽鎖可変領域をコー
ドするヌクレオチド配列を含む核酸配列との間にインフレームで融合している；
（ｘｉｘ）該細胞は、請求項２（ｘｖｉｉｉ）に記載の細胞であり、重鎖可変領域をコー
ドするヌクレオチド配列を含む該核酸配列は、Ｆａｂ断片の重鎖をコードするヌクレオチ
ド配列を含む；
（ｘｘ）該細胞は、請求項２（ｘｖｉｉｉ）または（ｘｉｘ）に記載の細胞であり、軽鎖
可変領域をコードするヌクレオチド配列を含む該核酸配列は、軽鎖をコードするヌクレオ
チド配列を含む；
（ｘｘｉ）該細胞は、請求項２（ｘｖｉ）～（ｘｘ）のいずれかに記載の細胞であり、該
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リンカーポリペプチドは、（Ｇｌｙ４Ｓｅｒ）３（配列番号１４）または（ＧｌｙＳｅｒ
）５（配列番号１５）を含む；
（ｘｘｉｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｘｉ）のいず
れかに記載の細胞であり、該発現カセットは、１つまたは複数のさらなる核酸配列をさら
に含み、該さらなる核酸配列の各々が、１つまたは複数のエピトープタグをコードするヌ
クレオチド配列を含む；
（ｘｘｉｉｉ）該細胞は、請求項２（ｘｘｉｉ）に記載の細胞であり、該１つまたは複数
のエピトープタグは、ｃ－Ｍｙｃ、Ｖ５、ヘキサヒスチジン、グルタチオン－Ｓ－トラン
スフェラーゼ、ストレプトアビジン、ビオチン、赤血球凝集素、Ｆｌａｇ－タグ、および
Ｅ－タグからなる群から選択される；
（ｘｘｉｖ）該細胞は、請求項１の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｘｉｉｉ）のいずれ
かに記載の細胞であり、該アンカーポリペプチドは、Ａｇａ１ｐポリペプチドまたはその
断片、Ａｇａ２ｐポリペプチドまたはその断片、およびＳａｇ１ｐポリペプチドまたはそ
の断片からなる群から選択される；
（ｘｘｖ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｘｉｉｉ）のい
ずれかに記載の細胞であり、該細胞における１つまたは複数の発現カセット内の１つまた
は複数コード配列が、Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞における発現のためにコドン最適化されてい
る；
（ｘｘｖｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｘｉｖ）のい
ずれかに記載の細胞であり、該細胞に導入された１つまたは複数の発現カセットは、各々
ベクター中にある；
（ｘｘｖｉｉ）該細胞は、請求項２（ｘｘｖｉ）に記載の細胞であり、該ベクターの１つ
または複数はゼータエレメントをさらに含む；
（ｘｘｖｉｉｉ）該細胞は、請求項２（ｘｘｖｉｉ）に記載の細胞であり、該ゼータエレ
メントは、レトロトランスポゾンの長い末端反復である；
（ｘｘｉｘ）該細胞は、請求項２（ｘｘｖｉｉｉ）に記載の細胞であり、該ゼータエレメ
ントは、Ｙｌｔ１またはＴｙｌ６レトロトランスポゾンの長い末端反復である；
（ｘｘｘ）該細胞は、請求項１の細胞または請求項２（ｘｘｖｉ）～（ｘｘｉｘ）のいず
れかに記載の細胞であり、該細胞における該ベクターの１つまたは複数は、１つまたは複
数の常染色体複製エレメントをさらに含む；
（ｘｘｘｉ）該細胞は、請求項２（ｘｘｘ）に記載の細胞であり、少なくとも一つの常染
色体複製エレメントは、セントロメア（ＣＥＮ）および複製起点（ＯＲＩ）を含む；
（ｘｘｘｉｉ）該細胞は、請求項２（ｘｘｘｉ）に記載の細胞であり、該セントロメアは
、ＣＥＮ１またはＣＥＮ３であり、該複製起点は、ＯＲＩ１０６８またはＯＲＩ３０１８
である；
（ｘｘｘｉｉｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｘｘｉ）
のいずれかに記載の細胞であり、該細胞における該ベクターの１つまたは複数が、各々、
自律複製配列（ＡＲＳ）をさらに含み、該ＡＲＳがセントロメアおよび複製起点を含む；
（ｘｘｘｉｖ）該細胞は、請求項２（ｘｘｘｉｉｉ）に記載の細胞であり、該ＡＲＳはＡ
ＲＳ１８である；
（ｘｘｘｖ）該細胞は、請求項２（ｘｘｘｉｉｉ）に記載の細胞であり、該ＡＲＳはＡＲ
Ｓ６８である；
（ｘｘｘｖｉ）該細胞は、請求項２（ｘｘｖｉ）～（ｘｘｘｖ）のいずれか一つに記載の
細胞であり、該細胞における該ベクターの１つまたは複数が、１つまたは複数のさらなる
核酸配列をさらに含み、該さらなる核酸配列の各々が、１つまたは複数の選択マーカーを
コードするヌクレオチド配列を含む；
（ｘｘｘｖｉｉ）該細胞は、請求項２の（ｘｘｘｖｉ）に記載の細胞であり、該１つまた
は複数の選択マーカーは、ＬＥＵ２（ロイシン選択マーカー）、ＵＲＡ３ｄ１（ウラシル
選択マーカー）、ＡＤＥ２（アデニン選択マーカー）、Ｌｙｓ（リシン選択マーカー）、
Ａｒｇ（アルギニン選択マーカー）、Ｇｕｔ（グリセロール利用選択マーカー）、Ｔｒｐ
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（トリプトファン選択マーカー）、Ｇ３ｐ（グリセロール－３－リン酸選択マーカー）、
およびｈｐｈ（ハイグロマイシンＢホスホトランスフェラーゼ選択マーカー）からなる群
より選択される；
（ｘｘｘｖｉｉｉ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｘｘｖ
ｉｉ）のいずれかに記載の細胞であり、該細胞は、一倍体細胞である；
（ｘｘｘｉｘ）該細胞は、請求項１に記載の細胞または請求項２（ｉ）～（ｘｘｘｖｉｉ
）のいずれかに記載の細胞であり、該細胞は、二倍体細胞である；
からの特徴を有する、細胞。
【請求項３】
Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞において抗体ポリペプチドまたは抗体ポリペプチド断片を発現させ
る方法であって、該方法は、第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞を誘導インキュベートする工程
を含み、ここで、該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞は、
　（ａ）融合配列に作動可能に連結された第１のプロモーターを含む第１のベクターであ
って、該融合配列は、アンカーポリペプチドをコードするヌクレオチド配列を含むアンカ
ーポリヌクレオチド配列にインフレームで融合した、第１の抗体ポリペプチドまたは第１
の抗体ポリペプチド断片をコードするヌクレオチド配列を含む第１の抗体核酸配列を含み
、該第１の抗体ポリペプチド断片は抗体可変（Ｖ）領域を含む、第１のベクター；または
　（ｂ）第１の抗体ポリペプチドまたは第１の抗体ポリペプチド断片をコードするヌクレ
オチド配列を含む第１の抗体核酸配列に作動可能に連結された第１のプロモーターを含む
第１のベクター
を含む、方法。
【請求項４】
請求項３に記載の方法であって、該方法は、以下に列挙される特徴：
（ｉ）前記第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞が（ａ）を含み、前記第１の核酸配列のヌクレオ
チド配列が、抗体ポリペプチド断片をコードし、該抗体ポリペプチド断片が、重鎖可変領
域および軽鎖可変領域を含み、ここで、第１の抗体ポリペプチド断片が、抗体可変（Ｖ）
領域を含み、ここで、前記誘導インキュベーション後、該第１の抗体ポリペプチド断片が
、該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞の表面に発現される；
（ｉｉ）該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞が（ａ）を含み、かつ該第１のＹａｒｒｏｗｉａ
細胞に第２のベクターを導入することによって第２のＹａｒｒｏｗｉａ細胞へ変換されて
おり、該第２のベクターが、第２の抗体ポリペプチドまたは第２の抗体ポリペプチド断片
をコードするヌクレオチド配列を含む第２の核酸配列に作動可能に連結された第２のプロ
モーターを含み、該第２の抗体ポリペプチド断片が、抗体可変（Ｖ）領域を含み、ここで
該誘導インキュベーション後、該第１の抗体ポリペプチドまたは第１の抗体ポリペプチド
断片および該第２の抗体ポリペプチドまたは該第２の抗体ポリペプチド断片を含む分子が
、該第２のＹａｒｒｏｗｉａ細胞の表面上に発現される；
（ｉｉｉ）該方法は、請求項３に記載の方法であり、該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞が（
ｂ）を含み、かつ該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞に第２のベクターを導入することによっ
て第２のＹａｒｒｏｗｉａ細胞へ変換されており、該第２のベクターが、融合配列に作動
可能に連結された第２のプロモーターを含み、該融合配列が、アンカーポリペプチドをコ
ードするヌクレオチド配列を含むアンカーポリヌクレオチド配列にインフレームで融合し
た、第２の抗体ポリペプチドまたは第２の抗体ポリペプチド断片をコードするヌクレオチ
ド配列を含む第２の核酸配列を含み、ここで、該誘導インキュベーション後、該第１の抗
体ポリペプチドまたは第１の抗体ポリペプチド断片および該第２の抗体ポリペプチドまた
は該第２の抗体ポリペプチド断片を含む分子が、該第２のＹａｒｒｏｗｉａ細胞の表面上
に発現される；
（ｉｖ）該方法は、請求項４の（ｉｉ）または（ｉｉｉ）に記載の方法であり、該第１の
プロモーターおよび第２のプロモーターは、同一のプロモーターである；
（ｖ）該誘導インキュベーションは、２つまたはそれより多くのＹａｒｒｏｗｉａ作動条
件下にある；
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（ｖｉ）該方法は、請求項３または請求項４の（ｉ）もしくは（ｖ）のいずれかに記載の
方法であり、該抗体ポリペプチド断片は、ｓｃＦｖ断片である；
（ｖｉｉ）該方法は、請求項４の（ｉｉｉ）もしくは（ｉｖ）のいずれかに記載の方法で
あり、該第１の抗体ポリペプチドまたは該第１の抗体ポリペプチド断片が、抗体重鎖可変
領域または抗体軽鎖可変領域を含み、該分子が、抗体重鎖可変領域および抗体軽鎖可変領
域を含む；
（ｖｉｉｉ）該方法は、請求項４の（ｖｉｉ）に記載の方法であり、該第１の抗体ポリペ
プチドまたは該第１の抗体ポリペプチド断片は：
　Ｆａｂ重鎖もしくは重鎖Ｖ－ＣＨ１断片、または
　抗体軽鎖；
を含み、該分子は、
　Ｆａｂ重鎖もしくは重鎖Ｖ－ＣＨ１断片、および
　抗体軽鎖
を含む；
（ｉｘ）該方法は、請求項３または請求項４の（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、（ｉｖ）および（
ｖｉｉ）のいずれかに記載の方法であり、該第２の抗体ポリペプチドまたは該第２の抗体
ポリペプチド断片は、抗体重鎖可変領域または抗体軽鎖可変領域を含み、該分子は、抗体
重鎖可変領域および抗体軽鎖可変領域を含む；
（ｘ）該方法は、請求項４の（ｉｘ）に記載の方法であり、該第２の抗体ポリペプチドま
たは該第２の抗体ポリペプチド断片が、
　Ｆａｂ重鎖もしくは重鎖Ｖ－ＣＨ１断片、または
　抗体軽鎖
を含み、該分子が、
　Ｆａｂ重鎖もしくは重鎖Ｖ－ＣＨ１断片、および
　抗体軽鎖
を含む；
（ｘｉ）該方法は、請求項４の（ｉｉ）～（ｖ）、（ｖｉｉ）、（ｖｉｉｉ）、（ｉｘ）
、および（ｘ）のいずれかに記載の方法であり、該分子は、Ｆａｂ断片である；
（ｘｉｉ）該方法は、請求項４の（ｉｉ）～（ｖ）、および（ｖｉｉ）～（ｘｉ）のいず
れかに記載の方法であり、該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞が一倍体であり、該第２のベク
ターの該第１の細胞への導入が、前記第１のベクターを含む該第１の一倍体Ｙａｒｒｏｗ
ｉａ細胞を、該第２のベクターを含むドナー一倍体Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞と接合させる工
程を含み、該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞と該ドナーＹａｒｒｏｗｉａ細胞とが反対の接
合型である；
（ｘｉｉｉ）該方法は、請求項３または請求項４の（ｉ）～（ｘｉｉ）のいずれかに記載
の方法であり、該アンカーポリヌクレオチド配列にインフレームで融合した、抗体ポリペ
プチドまたは抗体ポリペプチド断片をコードするヌクレオチド配列を含む該核酸配列が、
該アンカーポリヌクレオチド配列の５’に融合しており、ここで、該融合配列から産生さ
れる融合ポリペプチドが、Ｎ末端の抗体ポリペプチドまたはその抗体ポリペプチド断片お
よびＣ末端のアンカーポリペプチドを含む；
（ｘｉｖ）該方法は、請求項３および請求項４の（ｉ）～（ｘｉｉ）のいずれか一項に記
載の方法であり、該アンカーポリヌクレオチド配列にインフレームで融合した、抗体ポリ
ペプチドまたは抗体ポリペプチド断片をコードするヌクレオチド配列を含む該核酸配列が
、該アンカーポリヌクレオチド配列の３’に融合しており、ここで、該融合配列から産生
される融合ポリペプチドが、Ｎ末端のアンカーポリペプチドおよびＣ末端の抗体ポリペプ
チドまたは抗体ポリペプチド断片を含む；
（ｘｖ）該方法は、請求項４の（ｖｉｉ）～（ｘｉｖ）に記載の方法であり、該Ｙａｒｒ
ｏｗｉａ細胞作動条件が低い温度でのインキュベーションを含む；
（ｘｖｉ）該方法は、請求項４の（ｘｖ）に記載の方法であり、該低い温度が、約摂氏１
５度から摂氏２５度の温度を含む；
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（ｘｖｉｉ）該方法は、請求項４の（ｘｖ）または（ｘｖｉ）に記載の方法であり、該低
い温度が、約摂氏２０度の温度を含む；
（ｘｖｉｉｉ）該方法は、請求項４の（ｘｖ）～（ｘｖｉｉ）に記載の方法であり、該低
い誘導温度が、約摂氏１６度の温度を含む；
（ｘｉｘ）該方法は、請求項４の（ｘｖ）～（ｘｖｉｉｉ）のいずれか一つに記載の方法
であり、該Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞作動条件が短いインキュベーション時間を含む；
（ｘｘ）該方法は、請求項４の（ｘｉｘ）に記載の方法であり、該短い時間が約２４時間
以下である；
（ｘｘｉ）該方法は、請求項４の（ｘｘ）または（ｘｘｉ）に記載の方法であり、該短い
時間が約１６時間以下である；
（ｘｘｉｉ）該方法は、請求項４の（ｘｘｉ）に記載の方法であり、該短い時間が約１６
時間である；
（ｘｘｉｉｉ）該方法は、請求項４の（ｖ）～（ｘｘｉｉ）のいずれか一つに記載の方法
であり、該Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞作動条件が低いｐＨの培養培地を含む；
（ｘｘｉｖ）該方法は、請求項４の（ｘｘｉｉｉ）に記載の方法であり、該低いｐＨが約
２から約４のｐＨである；
（ｘｘｖ）該方法は、請求項４の（ｘｘｉｉｉ）または（ｘｘｉｖ）に記載の方法であり
、該低いｐＨが約３のｐＨである；
（ｘｘｖｉ）該方法は、請求項４の（ｖ）～（ｘｘｉｖ）のいずれかに記載の方法であり
、該Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞作動条件が高い通気条件を含む；
（ｘｘｖｉｉ）該方法は、請求項４の（ｘｘｖｉ）に記載の方法であり、該高い通気条件
が振盪フラスコ内でのインキュベーションを含む；
（ｘｘｖｉｉｉ）該方法は、請求項４の（ｖ）～（ｘｘｖｉｉ）のいずれか一つに記載の
方法であり、該Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞作動条件が、最少培地中でインキュベートすること
を含む；
（ｘｘｉｘ）該方法は、請求項４の（ｘｘｖｉｉｉ）に記載の方法であり、該最少培地が
、酵母抽出物、Ｂａｃｔｏペプトン、またはその両方を欠く培地である；
（ｘｘｘ）該方法は、請求項３または請求項４の（ｉ）～（ｘｘｉｘ）のいずれかに記載
の方法であり、第１のベクターがＹａｒｒｏｗｉａゲノムへ組み込まれる；
（ｘｘｘｉ）該方法は、請求項４の（ｉｉ）～（ｉｖ）および（ｖｉｉ）～（ｘｘｘ）の
いずれかに記載の方法であり、該第２のベクターが該Ｙａｒｒｏｗｉａゲノムへ組み込ま
れる；
（ｘｘｘｉｉ）該方法は、請求項３または請求項４の（ｉ）～（ｘｘｘｉ）のいずれかに
記載の方法であり、該第１のＹａｒｒｏｗｉａ細胞、該第２のＹａｒｒｏｗｉａ細胞、ま
たはその両方のＹａｒｒｏｗｉａ細胞がシャペロンを発現する；
（ｘｘｘｉｉｉ）該方法は、請求項４の（ｘｘｘｉｉ）に記載の方法であり、該シャペロ
ンが、タンパク質ジスルフィドイソメラーゼ、Ｋａｒ２／Ｂｉｐ（免疫グロブリン結合タ
ンパク質）、およびそれらの組み合わせからなる群より選択される；
（ｘｘｘｉｖ）該方法は、請求項３に記載の方法または請求項４の（ｉ）～（ｘｘｘｉｉ
ｉ）のいずれかに記載の方法であって、該アンカーポリペプチドが、Ａｇａ（接合型Ａ凝
集素）１ｐポリペプチドもしくはその断片、Ａｇａ２ｐポリペプチドもしくはその断片、
またはＳａｇ（Ｓ．ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ凝集素）１ｐポリペプチドもしくはその断片か
らなる群より選択される；
からの特徴を有する、細胞。
からの特徴を有する、方法。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の方法によって得られる抗体ポリペプチドまたは抗体ポ
リペプチド断片。
【請求項６】
標的ポリペプチドを結合する抗体ポリペプチドまたは抗体ポリペプチド断片を含むＹａｒ
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ｒｏｗｉａ細胞を選択する方法であって、該方法は、
　親Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞を試験ポリペプチドと接触させる工程であって、ここで、該親
Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞は、第１の抗体ポリペプチドまたは第１の抗体ポリペプチド断片を
含む分子をその表面上にディスプレイし、ここで、該親Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞は、該第１
の抗体ポリペプチドまたは該第１の抗体ポリペプチド断片をコードするヌクレオチド配列
を含む第１の核酸配列を含む第１の発現カセットを含み、該第１の抗体ポリペプチド断片
は抗体可変（Ｖ）領域を含む、工程；ならびに
　ディスプレイされた該分子が該標的ポリペプチドを結合する場合に、該親Ｙａｒｒｏｗ
ｉａ細胞を選択する工程
を含む、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、以下に列挙される特徴：
（ｉ）前記親Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞および第２のＹａｒｒｏｗｉａ細胞が、第２の発現カ
セットをさらに含み、該第２の発現カセットが、第２の抗体ポリペプチドまたは第２の抗
体ポリペプチド断片をコードするヌクレオチド配列を含む第２の核酸配列を含み、前記分
子が、該第２の抗体ポリペプチドまたは該第２の抗体ポリペプチド断片をさらに含み、該
第２の抗体ポリペプチド断片が、抗体可変（Ｖ）領域を含む；
（ｉｉ）該方法は、請求項６または請求項７（ｉ）に記載の方法であり、該親Ｙａｒｒｏ
ｗｉａ細胞が、請求項３または４のいずれかに記載の方法によって産生される；
（ｉｉｉ）該方法は、請求項６または請求項７（ｉ）もしくは（ｉｉ）に記載の方法であ
り、該方法は、
　選択された該親Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞から、前記第１の発現カセットを単離する工程、
　該ヌクレオチド配列に１つまたは複数の変化を導入して、改変型発現カセットを作製す
る工程、
　該第１の発現カセットを欠く第２のＹａｒｒｏｗｉａ細胞へ該改変型発現カセットを導
入して、改変型Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞を作製する工程、
　該改変型Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞を誘導インキュベートする工程、
　該改変型Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞を前記標的ポリペプチドと接触させる工程、および
　該改変型Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞が、該親Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞より高い親和性またはア
ビディティで該標的ポリペプチドを結合する場合に、該改変型Ｙａｒｒｏｗｉａ細胞を選
択する工程
をさらに含む；
（ｉｖ）該方法は、請求項７（ｉｉｉ）に記載の方法であり、該誘導インキュベーション
が、１つまたは複数のＹａｒｒｏｗｉａ作動条件下にある；
からの特徴を有する、方法。
【請求項８】
請求項１または２に記載の細胞を含むキット。
【請求項９】
前記細胞を用いるための書面による使用説明書をさらに含む、請求項８に記載のキット。
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